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安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
、
南
部
藩
出
身
の
大
島
高
任
が
、
大
橋
に
築
い
た
洋
式
高
炉
で
我
国
で
初
の
出

た
か
と
う
＊
1

銑
に
成
功
し
た
。
釜
石
が
「
近
代
製
鉄
発
祥
の
地
」
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
釜
石
で
は
明
治
七
（
一
八
七

四
）
年
、
工
部
省
が
鈴
子
に
製
鉄
所
を
設
置
し
、
明
治
一
三
年
に
製
銑
作
業
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
作
業

は
安
定
せ
ず
に
失
敗
を
重
ね
、
同
年
の
う
ち
に
廃
山
へ
至
っ
た
。
政
府
が
再
び
官
営
製
鐡
所
（
現
新
日
本
製

鐡
八
幡
製
鐡
所
）
を
設
立
す
る
の
は
明
治
二
九
年
で
あ
る
か
ら
、
官
営
の
製
鉄
事
業
は
一
度
頓
挫
し
た
こ
と

に
な
る
。
そ
の
空
白
を
埋
め
た
の
が
釜
石
製
鐡
所
で
、
明
治
一
九
年
、
横
山
久
太
郎
が
四
八
回
に
お
よ
ぶ
失

敗
の
末
に
製
錬
に
成
功
し
、
翌
年
、
田
中
長
兵
衛
が
工
場
設
備
い
っ
さ
い
の
払
下
げ
を
受
け
、
横
山
を
工
場

長
に
釜
石
鉱
山
田
中
製
鐡
所
を
設
立
す
る
。
生
産
量
は
順
調
に
伸
び
、
明
治
三
六
年
、
官
営
製
鐡
所
に
次
ぐ
、

＊
2

ま
た
民
間
初
の
一
貫
製
鉄
所
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
田
中
鉱
山
、
大
正
一
三
年

に
三
井
系
の
釜
石
鉱
山
と
改
組
を
重
ね
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
、
民
間
か
ら
日
本
製
鐡
に
参
加
し
た
。

日
鐡
は
、
民
間
か
ら
参
加
し
た
輪
西
（
現
新
日
本
製
鐡
室
蘭
製
鐡
所
）
や
釜
石
な
ど
の
福
利
施
設
整
備
を
重

視
し
、
大
規
模
な
社
宅
開
発
を
実
施
す
る
。
戦
後
、
進
駐
軍
は
昭
和
二
五
年
に
日
鐡
を
解
体
、
釜
石
製
鐡
所

＊
3

は
富
士
製
鐡
と
な
る
が
、
昭
和
四
五
年
に
は
八
幡
製
鐡
と
再
び
合
併
、
新
日
本
製
鐡
と
な
り
現
在
に
至
っ
て

い
る
。1

社
宅
開
発
と
更
新
・
分
譲

工
場
の
操
業
に
あ
た
っ
て
、
当
時
の
釜
石
は
一
漁
村
に
過
ぎ
な
か
っ
た
た
め
岩
手
県
内
か
ら
広
く
労
働
力

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
同
時
に
彼
ら
の
住
宅
も
必
要
と
な
っ
た
。
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
工
部
省
時
代

＊
4

の
官
舎
を
引
継
い
だ
り
、
あ
る
い
は
原
型
に
し
て
建
設
し
た
と
推
測
で
き
る
。
大
正
五
年
の
『
鉱
務
署
届
』

に
飯
場
を
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
従
業
員
の
住
宅
は
社
宅
と
飯
場
か
ら
な
り
、
そ
の
入
居
対
象
は
、
社
宅

＊
1

大
島
（
一
八
二
六
～
一
九
〇
一
）
は
盛

岡
生
。
江
戸
で
蘭
学
、
長
崎
で
採
鉱
精
錬
学

を
学
ん
だ
後
各
地
で
反
射
炉
の
築
造
な
ど
に

か
か
わ
っ
た
。
ま
た
、
小
坂
、
尾
去
沢
、

お
さ
り
ざ
わ

阿
仁
、
佐
渡
の
開
発
経
営
、
八
幡
、
本
渓
湖

あ

に

の
創
設
に
携
わ
っ
た
。

＊
2

田
中
（
一
八
五
八
～
一
九
二
四
）
は
屋

号
「
鉄
屋
」
で
江
戸
で
金
物
商
を
営
み
、
維

新
後
は
「
官
省
御
用
達
商
人
」。
横
山
（
一
八

五
五
～
一
九
二
一
）
は
「
鉄
屋
」
横
須
賀
支

店
支
配
人
、
官
営
時
代
の
遺
産
で
あ
る
木
炭

を
当
て
込
ん
で
釜
石
に
き
た
と
い
う
。

＊
3

日
本
製
鐡
史
編
集
委
員
会
編
『
日
本
製

鐵
株
式
會
社
史
』
一
九
五
九
年
、
七
三
頁
。

＊
4

百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
鐵
と
共
に
百

年
』
新
日
本
製
鐵
釜
石
製
鐵
所
、
一
九
八
六

年
、
八
九
三
頁
。

＊
5

後
に
工
場
用
地
と
し
て
中
妻
以
外
解
体
。

＊
6

前
掲
＊
3
、
四
二
頁
に
、「
日
鐡
の
構

成
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
民
間
企
業
と
し
て

株
式
会
社
の
形
態
を
と
る
も
の
で
あ
る
が
、

…
…
高
度
の
公
共
性
を
も
つ
一
種
の
国
策
企

業
で
あ
る
た
め
…
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

扉
上：

工
場
全
景
釜
石
製
鐵
所
［
阪
大
・
一
九

一
九
］

扉
左
下：
釜
石
鉱
山
所
在
地
附
近
交
通
図

釜

石
鉱
山
田
中
製
鐵
所
［
阪
大
・
一
九
一
三
］

扉
右
下：

桟
橋
と
工
場
遠
景
（
絵
葉
書
よ
り
）
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が
職
員
、
飯
場
が
職
工
と
考
え
ら
れ
る
。

社
宅
街
開
発
を
概
括
す
る
と
、
明
治
期
に
構
内
、
松
原
、
桟
橋
を
工
場
敷
地
内
と
そ
の
周
辺
に
開
発
し
た
。

＊
5

大
正
期
に
は
、
向
、
公
園
（
鈴
子
）、
中
妻
が
開
発
さ
れ
る
。
日
鐡
時
代
、
労
働
者
の
急
激
な
増
加
に
呼
応

し
て
昭
和
一
一
年
に
上
中
島
（
旧
上
中
妻
）
と
小
佐
野
、
昭
和
一
五
年
に
小
川
を
相
次
い
で
開
発
、
昭
和
一

こ

さ

の

こ

が

わ

六
年
、
後
の
松
倉
の
用
地
を
ス
ラ
グ
（
残
渣
）
処
理
を
目
的
に
買
収
す
る
。

戦
後
は
、
鈴
子
と
中
妻
が
土
地
区
画
整
理
対
象
と
な
り
木
造
社
宅
を
解
体

す
る
一
方
、
昭
和
二
八
年
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
ア
パ
ー
ト
社
宅
を
建

設
し
て
社
宅
の
恒
久
化
を
図
っ
た
。
R
C
造
ア
パ
ー
ト
社
宅
の
建
設
は
、

上
中
島
や
松
倉
に
も
お
よ
び
、
同
時
に
昭
和
五
五
年
ま
で
に
す
べ
て
の
木

造
社
宅
を
解
体
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
集
約
化
の
他
、
い
ま
一
つ
の
流
れ

と
し
て
社
宅
の
社
員
分
譲
が
あ
り
、
小
佐
野
と
小
川
が
対
象
と
な
っ
た

（
図
1
、
表
1
）。

総
じ
て
、
社
宅
街
は
大
渡
川
を
遡
る
よ
う
に
臨
海
部
か
ら
山
間
部
に
向

か
っ
て
伸
張
し
た
。
背
景
に
は
、
平
地
に
乏
し
い
谷
間
の
沢
地
と
い
う
地

形
的
特
性
が
あ
ろ
う
。
特
に
、
日
鐡
発
足
ま
で
の
社
宅
街
が
工
場
に
近
接

す
る
一
方
、
発
足
後
は
工
場
周
辺
の
社
宅
用
地
が
飽
和
す
る
た
め
、
工
場

か
ら
離
れ
た
独
立
し
た
敷
地
に
社
宅
街
を
開
発
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
相
次
ぐ
開
発
を
可
能
に
し
た
の
は
、
日
鐡
が
国
策

企
業
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
以
下
、
日
本
近
代
住
宅
史
に
お
い
て
見
過

＊
6

ご
さ
れ
が
ち
な
、
戦
中
期
の
住
宅
開
発
に
目
を
向
け
る
意
味
で
、
日
鐡
時

図1 社宅位置関係図（国土地理院地形図より作成）

表1 社宅街の概要

規模開発年居住対象地区

役宅90戸、長屋48棟明治末期か職員・職工構内

350戸大正中期職工松原

104戸明治末期か職工桟橋

80戸大正年間職工向

役宅65戸、長屋29棟1917年職員・職工公園（鈴子）

91,000m21917年、1937～39年職工中妻

154棟、186,000m21936～37年職工上中島

職員71棟、職工30棟、151,000m21936～37年職員・職工小佐野

第1期294棟、152,000m21940～41年職工小川

502,000m21941～43年（用地取得）職工松倉
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代
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
い
。

2

社
宅
の
配
置

本
書
収
録
の
多
く
の
事
例
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
社
宅
の
配
置
に
お
い
て
は
、
職
制
で
居
住
区
を
分
け
、

職
階
級
を
社
宅
等
級
に
反
映
す
る
傾
向
に
あ
り
、
釜
石
製
鐡
所
の
社
宅
街
も
例
外
で
は
な
い
。

工
場
構
内
の
社
宅
は
長
屋
が
規
則
正
し
く
軒
を
連
ね
、
稠
密
な
印
象
を
拭
え
な
い
（
図
2
）。
し
か
し
、

大
正
六
年
に
開
発
す
る
公
園
社
宅
街
は
敷
地
を
構
外
に
求
め
、
公
園
に
隣
接
し
た
良
好
な
住
環
境
を
確
保
し

た
。
ま
た
、
大
正
八
年
の
労
働
争
議
を
機
に
、
職
工
住
宅
の
環
境
改
善
も
行
わ
れ
た
。
日
鐡
時
代
に
は
「
広

場
」
を
も
っ
た
特
徴
的
な
開
発
が
実
施
さ
れ
る
。
広
場
は
、
敷
地
の
制
約
に
よ
り
高
密
度
な
社
宅
開
発
を
強

い
ら
れ
た
釜
石
に
あ
っ
て
、
居
住
環
境
の
向
上
、
火
災
に
よ
る
延
焼
防
止
機
能
を
担
っ
た
。

敢

小
佐
野
社
宅
街
（
昭
和
一
一
～
一
二
年
）

小
佐
野
社
宅
街
は
、
鉄
道
線
路
と
河
川
に
挟
ま
れ
た
平
地
に
開
発
さ
れ
、
職
員
と
職
工
を
居
住
対
象
と
す

る
（
図
3
、
4
）。
倶
楽
部
と
配
給
所
を
境
界
に
、
西
が
職
員
居
住
区
、
東
が
職
工
居
住
区
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
広
場
を
中
心
に
、
木
造
平
家
の
社
宅
を
配
置
す
る
。
社
宅
は
す
べ
て
北
入
り
、
南
面
採
光
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
職
員
社
宅
は
各
戸
に
木
塀
で
囲
ま
れ
た
庭
を
も
ち
、
高
い
独
立
性
を
保
つ
一
方
、
職
工
社
宅
に
庭

は
な
い
。

職
員
地
区
は
、
一
戸
建
て
の
二
級
と
二
戸
建
て
の
三
級
、
い
ず
れ
も
四
戸
建
て
の
四
級
と
五
級
か
ら
な
り
、

南
北
に
等
級
の
高
い
社
宅
を
、
そ
の
間
に
等
級
が
低
い
社
宅
を
配
置
す
る
。
ま
た
、
南
側
住
戸
の
ア
ク
セ
ス

を
確
保
す
る
た
め
、
各
区
画
は
側
溝
を
と
も
な
う
路
地
で
南
北
に
二
分
し
、
三
～
四
級
の
区
画
南
側
と
五
級

の
区
画
は
南
北
の
路
地
で
東
西
に
も
二
分
し
て
い
る
。
職
工
地
区
は
す
べ
て
六
戸
建
て
の
七
級
で
、
第
一
浴

図2 釜石鑛業所全景（絵葉書部分）
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図3 小佐野社宅配置図（現地調査、国土地理院の地形図、住宅地図より作成）

図4 小佐野社宅区画配置図（現地調査より作成）
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場
を
と
も
な
っ
た
広
場
を
中
心
に
社
宅
を
配
置
し
、
全
体
を
三
分
す
る
南
北
道
路
に
共
同
井
戸
を
設
け
て
い

る
。社

宅
以
外
の
福
利
施
設
は
、
倶
楽
部
と
配
給
所
の
ほ
か
、
小
佐
野
駅
の
近
く
と
職
員
居
住
区
西
南
端
に
二

つ
の
合
宿
所
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
河
岸
の
敷
地
に
、
昭
和
一
二
年
小
佐
野
分
院
と
し
て
発
足
し
た
附
属

病
院
（
現
せ
い
て
つ
記
念
病
院
）
を
設
け
た
。

＊
7

柑

小
川
社
宅
街
（
昭
和
一
五
～
一
六
年
）

小
川
社
宅
街
は
、
国
道
か
ら
北
に
や
や
入
っ
た
緩
や
か
な
傾
斜
地
に
開
発
さ
れ
、
主
に
職
工
を
居
住
対
象

と
す
る
（
図
5
、
6
）。
官
営
時
代
は
木
炭
の
生
産
拠
点
だ
っ
た
。
社
宅
は
す
べ
て
木
造
二
階
建
て
で
、
整

＊
8

然
か
つ
高
密
度
な
社
宅
街
と
な
っ
て
い
る
。
中
心
の
広
場
で
交
差
す
る
二
本
の
道
路
が
、
四
つ
の
居
住
区
を

形
成
し
、
一
～
三
区
で
は
、
一
般
作
業
員
用
の
四
戸
建
て
の
八
級
社
宅
を
背
中
合
わ
せ
に
配
置
し
、
全
住
戸

＊
9

が
社
宅
道
路
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
と
な
る
。
ま
た
、
台
所
か
ら
つ
づ
く
、
社
宅
後
背
の
路
地
に
は
井
戸
が
あ
り
、

「
井
戸
端
会
議
」
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
場
と
な
っ
た
。

斜
面
を
登
っ
た
四
区
は
傾
斜
地
を
造
成
し
、
熟
練
職
工
用
と
推
測
さ
れ
る
二
戸
建
て
の
五
級
と
四
戸
建
て

の
七
級
を
配
置
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
八
級
と
同
じ
く
背
中
合
わ
せ
の
配
置
な
が
ら
、
五
級
は
木
塀
で
囲
ま

れ
た
庭
を
持
つ
た
め
各
戸
の
独
立
性
は
高
い
。
ま
た
、
七
級
は
台
所
に
続
い
て
物
入
れ
が
付
加
さ
れ
て
い
る

た
め
、
八
級
よ
り
も
閉
鎖
的
な
路
地
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

小
川
社
宅
街
に
は
五
つ
の
広
場
が
あ
り
、
高
密
度
な
住
宅
地
に
お
い
て
子
供
の
遊
び
場
や
ラ
ジ
オ
体
操
の

会
場
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
場
と
し
て
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
（
図
7
）。
ま
た
、
中
心
と
な
る

広
場
と
、
こ
の
広
場
を
南
北
に
貫
く
広
幅
員
道
路
に
面
す
る
住
宅
に
は
、
妻
面
に
モ
ル
タ
ル
壁
を
設
け
、
社

宅
を
東
西
に
二
分
す
る
防
火
帯
の
役
割
を
担
わ
せ
て
い
た
。
配
給
所
と
倶
楽
部
が
社
宅
街
の
入
口
と
も
い
え

＊
7

病
院
東
の
敷
地
に
は
、
後
に
国
体
で
軟

式
野
球
会
場
と
な
る
球
場
（
現
存
せ
ず
）
が

昭
和
二
七
年
に
建
設
さ
れ
る
。

＊
8

農
商
務
省
鉱
山
局
『
釜
石
鉄
山
調
査
報

告
』
一
八
九
二
年
、
三
頁
に
「
小
川
木
炭
山

ノ
開
修
及
木
炭
倉
ノ
建
設
」、
千
葉
胤
昌
編

『
岩
手
県
下
釜
石
鉱
山
報
告
書
』
一
八
九
二

年
、
五
頁
に
「
釜
石
近
傍
に
木
炭
山
少
な
し

と
せ
す
即
ち
田
中
所
有
地
に
関
は
る
小
川
、

平
田
、
土
倉
、
鍋
倉
、
水
海
…
…
木
炭
の
供

給
た
る
制
限
あ
り
て
…
…
」
と
あ
る
。

＊
9

調
査
に
よ
り
四
つ
の
居
住
区
分
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
が
、
呼
称
は
筆
者
が

便
宜
的
に
付
け
た
。

＊

小
川
川
の
対
岸
に
は
、
富
士
鐵
時
代
の

10昭
和
三
四
年
に
体
育
館
（
現
釜
石
市
民
体
育

館
）
を
建
設
し
、
国
体
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
会

場
と
な
っ
た
。

＊

前
掲
＊
4
、
三
三
七
頁
に
よ
る
と
、
最

11初
の
分
譲
は
、
昭
和
三
七
年
の
大
槌
、
祝
田
、

大
ヶ
口
の
工
場
所
有
地
で
あ
る
。
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る
場
所
に
あ
る
ほ
か
、
広
場
に

併
設
し
て
四
つ
の
共
同
浴
場
を

設
け
て
い
る
。

＊
1
0

桓

分
譲
に
よ
る
変
化

昭
和
四
五
年
前
後
の
全
国
的

な
労
働
者
の
持
家
指
向
の
高
ま

り
と
、
企
業
経
営
の
合
理
化
を

背
景
に
、
社
宅
分
譲
が
実
施
さ

れ
る
。
釜
石
製
鐡
所
で
は
工
場

所
有
地
の
土
地
分
譲
に
続
き
、

＊
1
1

昭
和
四
四
年
に
小
川
、
昭
和
四

六
年
に
小
佐
野
を
分
譲
し
た
。

分
譲
後
に
は
、
建
具
の
入
替
え
、

外
壁
の
補
修
、
防
寒
対
策
が
共

通
し
て
行
わ
れ
た
他
、
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
対
応
も
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
土
地
が
個
人

所
有
と
な
っ
た
た
め
、
敷
地
境

界
と
さ
れ
た
社
宅
後
背
に
あ
る

路
地
の
側
溝
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀

図5 小川社宅配置図（現地調査、国土地理院の地形図、住宅地図より作成）

図6 小川社宅区画配置図（現地調査より作成）

図7 モルタル防火壁の連

なる広幅員道路（所内報「か

まいし」1961年8月20日）
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が
設
け
ら
れ
た
。

小
川
で
は
一
棟
を
一
～
二
家
族
に
分
譲
し
、
広
場
も
更
地
と
し
て
分
譲
し
た
。
分
譲
後
、
各
住
戸
に
は
井

戸
に
替
わ
っ
て
上
水
道
が
整
備
さ
れ
、
多
く
の
住
戸
で
「
出
し
屋
」
と
称
し
た
台
所
の
増
床
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
設
置
も
相
ま
っ
て
路
地
空
間
は
失
わ
れ
、
井
戸
を
中
心
と
し
た
か
つ
て
の
井
戸
端
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
影
を
潜
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

小
佐
野
職
員
地
区
の
現
存
住
宅
は
、
床
面
積
が
大
き
く
生
活
機
能
も
充
実
し
て
お
り
、
大
幅
な
改
築
が
施

さ
れ
て
い
な
い
印
象
が
あ
る
。
し
か
し
、
区
画
南
側
の
旧
社
宅
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
玄
関

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
玄
関
を
南
に
移
設
す
る
な
ど
の
対
応
を
強
い
ら
れ
た
。
こ
う
し

た
利
便
性
の
低
下
の
結
果
、
北
側
の
そ
れ
に
比
し
て
建
て
替
え
住
宅
が
多
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
見
越
し

て
か
、
分
譲
時
に
は
区
画
北
側
の
住
宅
の
倍
率
が
高
か
っ
た
と
い
う
。

＊
1
2

3

社
宅
の
平
面
構
成
と
変
遷

元
々
の
職
工
社
宅
は
、
板
間
の
六
畳
と
狭
い
勝
手
か
ら
な
る
簡
素
な
間
取
り
で
、
大
正
六
年
の
『
鉱
務
署

届
』
か
ら
こ
れ
ら
が
棟
割
長
屋
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
米
騒
動
に
端
を
発
し
た
全
国
的
な
労

働
争
議
が
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
釜
石
に
も
お
よ
ぶ
と
、
労
働
者
か
ら
一
八
条
の
社
宅
改
善
要
求
が
出

さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
形
で
畳
を
入
れ
る
こ
と
や
共
同
便
所
の
改
善
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

＊
1
3

日
鐡
時
代
の
住
宅
は
す
べ
て
木
造
下
見
板
張
り
で
、
小
佐
野
の
一
部
の
寄
棟
屋
根
を
除
き
、
セ
メ
ン
ト
瓦

葺
の
切
妻
屋
根
が
基
本
で
あ
る
。
釜
石
に
は
六
級
を
除
く
二
～
八
級
の
社
宅
が
あ
り
、「
ナ
ガ
ヤ
グ
ミ
」
が
建

設
に
か
か
わ
っ
た
。

＊
1
4

職
員
社
宅
の
う
ち
、
小
佐
野
の
三
級
（
図
8
）
は
副
部
長
が
入
居
し
、
八
・
八
・
六
・
六
畳
と
三
畳
女
中

＊

元
工
務
課
土
建
工
事
掛
勤
務
の
方
（
一

12九
二
二
年
生
）
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

＊

佐
藤
芳
太
郎
・
保
坂
房
次
郎
・
黒
滝
勇

13編
『
歩
み
釜
石
鉱
山
小
学
校
六
十
年
』
釜
石

鉱
山
尋
常
小
学
校
申
年
会
、
一
九
八
一
年
、

五
～
七
頁
。

＊

小
川
社
宅
で
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
。

14分
譲
購
入
後
、
棟
札
を
確
認
し
た
と
い
う
。 図10 小川5級社宅（2000年）
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図8 小佐野3級社宅平面図（図8、9、11～13とも現地調査よ

り作成）図9 小佐野5級社宅平面図

図11 小川5級社宅平面図

図 12 小佐野 7級社宅平面

図

図13 上中島7級社宅平面図
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部
屋
の
構
成
で
、
内
風
呂
、
便
所
、
井
戸
を
備
え
る
。
竿

縁
天
井
で
、
襖
や
障
子
な
ど
の
建
具
が
入
り
、
床
の
間
、

縁
側
な
ど
の
造
作
を
も
つ
和
風
住
宅
で
あ
る
。
五
級
（
図

9
）
は
若
手
職
員
が
入
居
し
、
和
風
の
造
作
は
共
通
す
る

が
、
六
・
六
・
四
畳
の
構
成
で
、
床
の
間
、
廊
下
、
手
洗

い
、
洗
面
が
な
く
、
相
対
的
に
面
積
が
小
さ
い
。

職
工
社
宅
の
う
ち
、
小
川
の
五
級
（
図

、

）
は
一

10

11

階
が
六
・
六
畳
と
台
所
、
二
階
が
六
畳
の
構
成
で
、
内
風

呂
を
持
ち
、
熟
練
職
工
の
充
実
し
た
待
遇
が
窺
え
る
。
一

方
、
小
佐
野
の
七
級
（
図

）
は
八
・
三
畳
の
続
き
間
で

12

内
風
呂
は
な
い
。
し
か
し
、
六
・
六
畳
に
便
所
を
備
え
た

上
中
島
の
七
級
（
図

）
と
は
、
外
便
所
と
し
た
こ
と
で
三
畳
が
独
立
し
た
居
室
と
な
っ
て
い
る

13

点
で
異
な
る
。
同
時
期
の
開
発
な
が
ら
こ
う
し
た
違
い
が
生
じ
た
理
由
は
把
握
で
き
な
い
が
、
三

交
替
制
に
よ
っ
て
昼
間
に
睡
眠
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
労
働
者
と
家
族
の
日
常
生
活
の
両
立
へ
の

対
応
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
小
川
で
は
よ
り
明
快
で
、
七
、
八
級
と
も
一
階
は
六
畳
と
台
所
、

二
階
は
六
畳
で
あ
る
（
図

、

）。
ち
な
み
に
、
北
側
で
接
道
す
る
七
、
八
級
の
社
宅
は
、
山
か
ら
吹
き

14

15

下
ろ
す
「
や
ま
せ
」
対
策
の
た
め
、
掃
出
し
窓
以
外
の
二
階
開
口
部
を
持
た
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
昭
和
二
〇

年
の
艦
砲
射
撃
で
は
「
倉
庫
」
と
み
な
さ
れ
て
攻
撃
さ
れ
る
と
い
う
憂
き
目
に
あ
っ
た
。

図15 小川8級社宅平面図（現地調査より作成）

図14 小川8級社宅（2000年）
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4

釜
石
製
鐡
所
社
宅
街
の
福
利
施
設

社
宅
以
外
の
福
利
施
設
の
設
置
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
一
漁
村
に
過
ぎ
な
か
っ
た
釜
石
で
、
社
宅
居
住
者
は

都
市
生
活
を
享
受
し
た
。
ま
た
、
医
療
施
設
や
体
育
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、
一
般
へ
開
放
さ
れ
た
施

設
も
多
く
、
社
宅
街
開
発
は
一
般
市
民
に
も
大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
。

大
正
九
年
、
公
園
（
鈴
子
）
と
大
橋
に
倶
楽
部
を
設
置
し
、
大
正
一
二
年
ま
で
に
松
原
、
中
妻
、
桟
橋
と

相
次
い
だ
。
公
園
倶
楽
部
は
「
木
造
白
煉
瓦
づ
く
り
」
の
平
家
の
洋
風
建
築
で
、
ホ
ー
ル
や
ビ
リ
ヤ
ー
ド
場
、

畳
の
大
広
間
な
ど
か
ら
な
り
、
職
員
の
娯
楽
に
供
し
た
。
来
客
の
接
待
、
宿
泊
の
た
め
に
は
楽
山
荘
を
設
け
、

＊
1
5

＊
1
6

昭
和
二
五
年
再
建
の
現
楽
山
荘
に
は
、
国
体
開
催
時
に
皇
太
子
殿
下
が
ご
宿
泊
さ
れ
て
い
る
。

体
育
施
設
は
大
正
年
間
の
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ほ
か
、
昭
和
戦
前
期
に
は
角
力
場
、
弓
道
場
、
プ
ー
ル

な
ど
を
設
け
た
。
第
Ⅰ
部
に
記
し
た
通
り
、
こ
う
し
た
施
設
は
会
社
が
整
備
し
た
も
の
ば
か
り
で
な
い
。
昭

和
五
年
の
昭
和
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
会
社
か
ら
作
業
用
電
灯
や
ト
ロ
ッ
コ
な
ど
の
提
供
を
受
け
、
社
員
が
労

＊
1
7

働
奉
仕
に
よ
っ
て
整
備
し
た
も
の
で
、
釜
石
名
物
で
あ
っ
た
所
内
運
動
会
を
催
し
た
。
戦
後
は
、
小
佐
野
の

硬
式
野
球
場
や
小
川
の
体
育
館
の
ほ
か
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
陸
上
競
技
場
な
ど
を
設
け
、「
北
の
鉄
人
」
と
呼

ば
れ
た
か
の
強
豪
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
は
こ
う
し
た
環
境
の
中
で
実
力
を
育
ん
だ
。

厳
密
に
は
福
利
施
設
で
は
な
い
が
、
釜
石
製
鐡
所
が
整
備
し
た
施
設
に
小
学
校
が
あ
る
。
田
中
製
鐡
時
代

の
明
治
三
九
年
、
従
業
員
の
増
加
を
受
け
て
子
弟
の
教
育
を
重
視
し
、
地
元
住
民
を
含
ん
だ
義
務
教
育
機
関

と
し
て
釜
石
鉱
山
小
学
校
を
設
立
し
た
。
昭
和
四
年
に
は
瀟
酒
な
「
白
煉
瓦
木
造
二
階
建
八
教
室
」
校
舎
を

＊
1
8

建
設
し
て
い
る
（
図

）。
材
料
に
は
ス
ラ
グ
煉
瓦
を
用
い
た
と
い
い
、
何
と
も
製
鉄
業
ら
し
い
。
当
時
東

16

北
最
大
規
模
と
い
わ
れ
た
こ
の
小
学
校
は
、
日
鐡
に
引
き
継
が
れ
た
が
、
昭
和
一
〇
年
に
釜
石
町
に
移
管
さ

＊

前
掲
＊

。

15

13

＊

楽
山
荘
は
享
禄
四
（
一
五
三
一
）
年
、

16現
在
地
裏
山
に
創
建
し
た
観
音
寺
に
始
ま
る
。

そ
の
後
、
大
正
五
年
に
観
音
寺
が
移
転
、
跡

地
を
横
山
久
太
郎
が
旧
家
の
板
沢
家
か
ら
購

入
、
数
寄
を
凝
ら
し
た
邸
宅
を
建
設
し
た
。

構
内
の
所
長
宅
を
廃
し
て
大
正
八
年
ま
で
居

を
構
え
た
が
、
三
井
時
代
に
は
迎
賓
、
集
会

場
と
し
て
使
用
し
た
。
戦
後
、
進
駐
軍
の
施

設
と
な
り
、
昭
和
二
五
年
、
焼
失
。

＊

病
院
建
設
の
た
め
消
滅
し
た
公
園
グ
ラ

17ウ
ン
ド
の
代
替
地
で
、
当
時
は
釜
石
唯
一
だ

っ
た
た
め
一
般
開
放
も
実
施
さ
れ
た
。

＊

前
掲
＊

、
三
〇
頁
。

18

13

図16 釜石鉱山小学校全景（釜石市鉄の博物館所蔵）
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れ
て
よ
り
公
汎
な
教
育
を
行
い
、
釜
石
の
教
育
に
足
跡
を
残
し
た
。

＊
1
9

5

社
宅
と
釜
石
市
の
現
在

現
在
ま
で
に
、
木
造
社
宅
は
す
べ
て
解
体
・
撤
去
さ
れ
、
R
C
造
ア
パ
ー
ト
社
宅
に
集
約
化
さ
れ
た
。
ま

た
、
旧
社
宅
用
地
は
運
動
場
や
関
連
企
業
用
地
な
ど
に
姿
を
変
え
た
。
と
は
い
え
、
分
譲
地
の
小
佐
野
と
小

川
に
は
当
時
の
姿
を
伝
え
る
か
つ
て
の
木
造
社
宅
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
二
地
区
が
一
般
住
宅
地
へ
と
姿
を

変
え
つ
つ
も
、
住
宅
地
と
し
て
の
機
能
を
失
わ
ず
に
現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
、
何
よ
り
の
都
市
ス
ト
ッ

ク
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
社
宅
以
外
の
福
利
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
、
日
鐡
時
代
の
広
場
の
一
部
が
、
住
宅
地
の

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
あ
り
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

現
在
の
釜
石
製
鐡
所
は
高
炉
の
火
が
消
え
、
最
盛
期
に
九
万
人
を
抱
え
た
釜
石
の
人
口
は
半
分
を
下
回
る

規
模
と
な
っ
た
。
ま
ち
の
隆
盛
が
一
二
〇
年
の
歴
史
を
刻
む
製
鉄
所
の
発
展
と
歩
み
を
共
に
し
て
き
た
こ
と

は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
一
方
、
都
市
の
衰
退
も
工
業
都
市
の
宿
命
で
も
あ
る
。
た
だ
、
敷
地
に
乏
し
い

釜
石
に
あ
っ
て
、
九
万
人
と
い
う
規
模
は
大
き
す
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
声
も
聞
か
れ
る
。
な
る
ほ
ど
、

職
場
の
桎
梏
か
ら
開
放
さ
れ
た
住
宅
地
は
、
確
実
に
新
陳
代
謝
を
重
ね
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

＊

釜
石
製
鐵
所
と
釜
石
町
は
小
学
校
を
町

19に
移
管
し
、
土
地
建
物
は
無
償
貸
与
、
学
校

経
費
を
助
成
す
る
こ
と
で
合
意
に
至
っ
た
と

い
う
。
後
継
の
市
立
小
学
校
は
統
廃
合
に
よ

り
閉
校
。


